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課題解決に向けた日立の取組み

１．インフラメンテナンスにおける課題認識と日立の取組み

1

業務プロセス全体を考慮した業務改革および

新技術の現場適用によるメンテナンスの効率化・高度化が必要

業務改革 新技術の現場適用方向性

取組み

現状課題

AIを適用したメンテナンス業務の実現案
と課題に関する検討(2-1,2-2)

ドローン・AI活用による点検作業
の効率化

AIによる
点検業務支援

社会インフラの老朽化が進む一方、

・熟練技術者のリタイアにより技術継承ができていない

・大規模災害等による被害が多発 …etc

画像データ

損傷の特定
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２-1． AIを適用したメンテナンス業務の実現イメージ
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 AI適用のため、国等諸機関を中心としたAI開発・運営のためのプラットフォームが必要
 教師データ等を整備、ベンチャー等のAI開発者へ公開することにより、AI開発を促進

業務改革に向けた取組

判定結果

民間企業/研究機関が
提供するAIの学習および認証

点検

情報財

AIラボ
学習・認証環境

ベンチャー等
AIを開発・提供

教師データ

点検データ

AI
プログラム

点検支援センタ
実運用環境

損傷レベルの判定結果を提供

インフラ管理機関
（自治体など）

国等諸機関

点検対象インフラ
（橋梁、トンネル、高架道路など）

判定結果を
踏まえた補修

診断 点検 診断
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業務改革に向けた取組

２-2．AI適用における課題(例:知的財産権の扱い)

 AIの開発・運用においては、複数様々な情報財が発生
 知的財産権の帰属について、予め議論・整理しておく必要(以下は権利帰属の一案)

判定結果

点検対象インフラ
（橋梁、トンネル、高架道路など）

ベンチャー等

教師データ

点検データ

国

インフラ
管理機関

インフラ管理機関
（自治体など）

国等諸機関

権利帰属の一案

点検AIラボ
学習・認証環境

点検支援センタ
実運用環境

診断 点検 診断ベンチャー等
AIを開発・提供

AI
プログラム

ベンチャー等
・国

ベンチャー等
・国
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3Dモデル化/点検情報の紐付け

３．ドローン・AI活用による点検作業の効率化
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 ドローン・AIを活用した点検作業の効率化のためのソリューションを開発・提供中
 ドローンにより計測した画像データを用いて、3Dモデルを作成、台帳管理を実現
 画像認識AIにより、ひびわれ等の損傷箇所を特定

新技術の適用

空撮

建築物 損傷箇所特定

日立システムズ「ドローン運用統合管理サービス」の活用イメージ

点検データ
(計測画像等)

損傷の差分抽出/
経年変化の管理(研究開発中)

今回点検結果
前々回点検結果
(10年前)

点検

点検業務の負担軽減

②点検対象候補の
絞込みが可能

利用

ガラス
ひび割れ

蛍光灯脱落

壁ひび割れ

壁ひび割れ

ドローンによる計測 ①直感的な点検情報の
管理が可能

前回点検結果
(5年前)

③劣化の進行具合を
時系列に閲覧可能

3Dモデル
管理台帳






